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１．研究計画の概要
(1) 聴覚障害者が各自の漢字の読解力レベ
ルに応じて学年別のような漢字のルビ付加
レベルを自由に選択し、様々なモバイル機器
（携帯電話、スマートフォン、ポケットパソ
コン）に、学年別ルビ付き字幕を表示するモ
バイル対応学年別ルビ付きリアルタイム字
幕提示システムを開発する。
(2) 地デジやワンセグには、番組を試聴しな
がら様々な情報を文字として提示できる機
能を有する。聴覚障害者のために、番組の発
話内容をリアルタイムで様々な字幕提示形
式（なか漢字混じり文のみ、すべての漢字に
ルビを付加、学年別に対応した難しい漢字の
みにルビを付加する形式）で、地デジやワン
セグに字幕を提示するシステムを開発する。
(3) 地デジやワンセグ用の聴覚障害者にや
さしい、ユニバーサルアクセシビリティ型の
情報バリアフリーコンテンツの提示形式を
明確にする。
２．研究の進捗状況

速記用に開発された特殊なキーボードを
用いたリアルタイム文字入力システムや、パ
ソコン要約筆記を用いて、話者の音声内容を
リアルタイムで入力することで、聴覚障害者
用の次のようなリアルタイム文字情報支援
システムを開発し、聴覚障害者を対象とした
講義場面で活用した。
(1) 携帯電話に、リアルタイムで学年別に対
応した漢字のみに自動でルビを付加してか
な漢字混じり文を提示するシステムを開発
した。このシステムを聴覚障害者を対象とし
た講義場面で使用し、質問紙調査を実施した。
その結果は次の通りである。①「携帯電話を

用いたルビ付加の提示は、ルビなしの提示と
比較し、講義内容を理解する上で役に立つ
か」に関する質問では、「ルビ付きが役に立
つ」と回答した学生は、21名中16名（76.2％）、
「ルビなしが役に立つ」が 4 名（19.0％）、
無回答が 1 名（4.8％）であった。②「ルビ
付加の提示は、漢字の読みを括弧付きで提示
する画面と比較し、講義内容を理解する上で
役に立つか」という質問に対する回答結果で
は、「ルビ付きが役に立つ」と回答した学生
は、21 名中 13 名（61.9％）、「読み付きが役
に立つ」が 6名（28.6％）、「無回答」が 2名
（9.5％）であった。
(2) 手話通訳者や話者の映像を 1画面に合成
できる機器を開発するとともに、リアルタイ
ムで速記キーボードを用いて入力した文字
列を、仮名漢字交じり文と学年別に対応した
漢字のみにルビを付加して字幕をスーパー
インポーズするシステム上で動作するソフ
トを開発した。
(3) 教室等の狭い限定された範囲で、リアル
タイムで話者等の映像とともに字幕を配信
し、携帯電話で受信できるシステム開発した。
講義で使用した際の質問紙調査結果は次の
通りである。①「自分の電話での使用」では、
「使用したい」が 8名（66.7％）、「使いたく
ない」が 1 名（8.3％）、「どちらでもない」
が 3 名（25.0％）、②「講義内容の理解度の
有用性」では、「非常に役に立つ」が 5 名
（41.7％）、「少しに役に立つ」が 5名（41.7％）、
「ほとんど役に立たない」が 2名（16.7％）、
「全く役に立たない」が 0 名（0.0％）であ
った。
３．現在までの達成度
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①当初の計画以上に進展している。
（理由）

様々な機能を有する聴覚障害者のための
情報支援システムの開発は、当初の計画以上
に進展し、聴覚障害者を教育の対象とした本
学産業技術学部の講義場面での情報保障と
して、実用レベルで有効活用されている。
４．今後の研究の推進方策
(1) 開発済みのシステムの改善、改良
(2) アンドロイド OS を搭載した様々なスマ
ートフォンや携帯端末に、学年別に対応した
漢字のみに自動でルビを付加した文字をリ
アルタイムで提示する情報支援システムの
開発
５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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